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図6　38“一4ぴN：142．5｝147．5Tの領域の平均の風応力の時系列（1961－87年）
　　　太線は南北成分，細線は東西成分，単位はN／m2
　　　（Sekine（1988a）のFig．7と同様の図．ただし，1961－87年のデータを用いて作成．）
Fig．6　Time　series　of　wind　sress　averaged　on38“一40“：142．5T－147．5T　during1961－87．
　　　　The　thick　so1id1ine　shows　the　northward　component．The　thin　so1id　line　shows　the
　　　　eastward　component．The　unit　is　N／m2．（This　figure　is　simi1ar　to　Fig．7in　Sekine（1988a）．
　　　　We　used　data　during1961－87．）
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図7　35“一37“：14肥一14rWの領域の平均のスベルドラップ輸送量の時系列（1961－87年）単位はSV（二106m3／s）
　　　（Sekine（1988a）のFig．8と同様の図．ただし，1961－87年のデータを用いて作成．）
Fig．7　Time　series　of　the　Sverdrup　transport　averaged　on35“一37“：145由E－14ぴW　during1961－87．
　　　　The　unit　is　SV（＝106mヨ／s）．（This　figure　is　similar　to　Fig．8in　Sekine（1988a）．
　　　　We　used　data　duri㎎1961－87．）
とよい対応を示すはずである．しかし，以上でみてきた
ように，必ずしもそうはなっていない．しかも，それら
が比較的よい対応を示す年でも，定量的にみると，整合
性のないことがわかる．例えば，1963，74，81，84，86
年はいずれの年も親潮の異常南下がみられた年でかつ強
いスベノレドラップ輸送の年である．その親潮の異常南下
の程度は1986，84，74，81，63年の順に大きいが，その
スベノレドラップ輸送量は1963，81，74，86，84年の順に
大きい．すなわち，親潮の異常南下の程度は亜寒帯循環
のスベルドラップ輸送量に比例しない．以上より，親潮
の異常南下は少なくとも風応力場の変動だけが原因では
ないと考えられる．
　風応力場の変動が親潮の異常南下の唯一の原因でない
とすると，他の原因としてどういうものがありうるであ
ろうか．我々の数値実験の結果より，エルニーニョによっ
て励起された沿岸ケノレビン波はそのひとつの可能性とな
るであろう．すなわち，我々の数値実験の結果は，エル
ニーニョの影響が沿岸ケルビン波として海洋を通して直
接親潮域に伝わり，親潮が南下する可能性のあることを
示唆する．エルニーニョの影響が沿岸ケルビン波を通し
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図8　親潮第1分枝の南限緯度と赤道太平洋東部の海面
　　　水温偏差の時系列（1961－87年）
　　　海面水温偏差は4“イS，150W－90Wの平均で正
　　　偏差を下向きにとっている．0℃と鉗Nを重ねて
　　　表示している．影の部分は正の偏差を示す．
　　　（異常気象レポート’89（気象庁編）より作成）
Fig．8　Time　series　of　southem1imit　of　the　first
　　　Oyashio　intrusion　and　SST　anoma1ies　on　the
　　　eastern　equatoria1Pacific　during1961－87．
　　　SST　anorma1ies　are　averaged　on4“一4．S，
　　　150W－90W　and　the　positive　anomalies
　　　shows　a　downward．A　OCline　is　laid　on38N
　　　1ine．Arrow　shows　anorma1ous　southward
　　　intrusion　of　the　Oyashio　within　the　second
　　　year　after　E1Niio　event．　Shading　shows
　　　positive　anoma1ies．（This　figure　is　made　from
　　　“Report　on　Anoma1ous　c1imate’89”．）
て北太平洋北西部に伝わるのには約1年半かかるので，
沿岸ケルビン波が親潮の異常南下と関係しているとすれ
ば，親潮の異常南下はエルニーニョの約1年半後に起き
るはずである．図8はまさにそのことを示している．図
8は親潮の南限緯度と赤道太平洋東部のSST偏差の時
系列である．斜線部はエルニーニョの期問，矢印はエル
ニーニョの1－2年後に起きた親潮の異常南下を示してい
る．ただし，ここでは，親潮の異常南下をその年の親潮
第一分枝の南限緯度が前後の年のそれよりも南下してい
る場合と定義している．親潮の南限緯度は季節変化が顕
著であるが，それとともに数～10年周期の変化もみられ
る．おおまかにいって，親潮の南限緯度は，矢印の年に
は前後の年より南にある．さらに，矢印の年の南下の程
度はその直前のエルニーニョの強さに比例しているよう
にみえる．このことは，強いエルニーニョによっては沿
岸ケルビン波も強く励起され，その強い沿岸ケルビン波
によっては親潮の異常南下の程度も大きくなることを示
唆する．しかし，矢印の年でなくても親潮の異常南下が
起きている年もある．それは，1963年と1986年である．両
年とも前後の年に比べて親潮の南限緯度は南下している
が，その直前のエノレニーニョは1957－58年及び！982－83年
であり，直前のエノレニーニョとの間に5年及び3年の間
隔が開いている．以上をまとめると，親潮の異常南下は，
エルニーニョの1－2年後に必ず起きていること，その後，
次のエルニーニョまでの間の年には1963年と1986年を
除いて起きていないことがわかる．
　Sekine（1988a）は強い正のスベルドラップ輸送を示す
にも関わらず親潮異常南下が観測されない年として
1968，80，82，83年を挙げ，その理由を津軽海流の東方
への張り出しのためとした．しかし，親潮の異常南下の
原因が沿岸ケルビン波であるとすれば，1968，80，82，
83年に親潮の異常南下が起こらないのは当然の結果と
して説明することができる．すなわち，これらの年はい
ずれもエノレニーニョの起きた年であり，その時点ではエ
ノレニーニョによる沿岸ケルビン波が励起されていたとし
ても北太平洋北西部には到達していないので，親潮の異
常南下は起こらないのである．
5．まとめ
　エルニーニョの海洋を通しての中高緯度への影響を海
洋大循環モデルを使って調べた．数値モデルは，エルニー
ニョを海洋のスピンダウンと捉えるもので，全球で現実
的な地形と熱・塩分の効果を含んでいる．数値実験の主
な結果は次の2点である．①熱・塩分フラックスの効果
によって，北太平洋中緯度域では，ロスビー波は減衰し，
北太平洋西部にまで影響を与えない．②赤道太平洋東部
で励起された沿岸ケルビン波は，北米西岸沿いを伝播し，
そのおよそ1年半後に親潮域に達する．結果①は，
Jacobsθ左α1．（1994）のモデリングの結果を否定する．
結果②は親潮の異常南下と関係する可能性がある．1963
年及び1986年を除いて，親潮の異常南下の発生時期はエ
ルニーニョによって励起された沿岸ケルビン波が親潮付
近に達する時期とよい対応を示す．すなわち，エルニー
ニョによって励起された沿岸ケルビン波は親潮の異常南
下のの重要な原因のひとつと考えられる．
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